
各教科等における障害に応じた配慮事項について（検討例） 
 
 
 
 
  

 
 
（小学校学習指導要領解説） 
 総則編 

 
■ の配慮の例を示す。 

 ：体育科におけるボール運動の指導、 
  理科等における観察・実験の指導 
 ：国語科における音読の指 
  導、音楽科における歌唱の指導 
 ：体育科における実技の指導、 
  家庭科における実習 
 ：国語科における書き取 

  り、算数科における筆算や暗算の指導 
 ： 

  話して伝えるだけでなく、メモや絵など 
  を付加する指導  など 

 
 
 
 
 
 

これまでの示し方 

小学校学習指導要領 総則 
 個々の児童の障害の状態等に応じた指導内容や
指導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。 

 
 
 
 
 
（小学校学習指導要領解説） 
 総則編における障害種の特性に関する記述に加え、
各教科等編において 

■ 学習の過程で考えられる ごとに示す。 

【困難さの例】 ※教科等の特性に応じて例示 
 ≪情報入力≫        ≪情報のイメージ化≫ 

       
     など 

   など   
 ≪情報統合≫ 

  
  
   など 
 ≪情報処理≫ 

  
   など 
    ※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること 
    ※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと 

 ≪表出・表現≫ 

  
   など 

改善の方向性 

小学校学習指導要領 総則 
          各教科等 

■ 総則に加え、 。 
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幼稚園における障害に応じた配慮事項について（検討例） 

 
 
  
  

（幼稚園教育要領解説） 
■ の配慮の例を示す。 
 
 ：弱視の幼児がぬり絵をするときには  
   輪郭を太くするなどの工夫 
 ：絵本を読むときには教師が近くに座 
   るようにして声がよく聞こえるように 
   する 
 ：興味や関心をもって進んで体 
   を動かそうとする気持ちがもてるよう 
   に工夫  など 

 
 
 
   
 
 
 
 

これまでの示し方 

幼稚園教育要領 
 個々の幼児の障害の状態などに応じた指導内容や指
導方法の工夫を計画的，組織的に行うこと。 

 
 
  

（幼稚園教育要領解説） 
■ 幼児の活動を通じて考えられる ごと 
 に示す。         
【困難さの例】 
 ≪情報入力≫        ≪情報のイメージ化≫ 

       
     など 

   など    

 ≪情報統合≫ 

  
  
   など 
 ≪情報処理≫ 

  
   など 
    ※1：一度見たり聞いたりして短い時間の間憶えること 
    ※2：1つ1つ順々に問題を処理していくこと 

 ≪表出・表現≫ 

  
   など 

改善の方向性 

幼稚園教育要領 
※「論点整理」における「幼稚園における特別支援  
 教育」の改訂の具体的な方向性を踏まえ検討。 

※ 上記の困難さの例は、小学校の例を参考に作成したものであり、幼稚園 
 において実際に示す場合は、幼児期の特性に応じた、困難さの例を検討。 



※中学校、高等学校については今後整理予定 

【配慮の考え方、配慮の例の示し方】  

（ の例） 
● には、自分がどこを読むのかが分かるよう、 
 教科書の文を指で押さえながら読むよう促したり、行間を空けるための拡大コピーをしたり、 
 語のまとまりや区切りが分かるように分かち書きをしたり、読む部分だけが見える自助具（ス 
 リット等）を活用したりするなどの配慮をする。 
 
● には、 
 児童がどのように考えればよいのかわかるように、考える項目や手順を示したプリントを準備 
 したり、一度音声で表現させたり、実際にその場面を演じさせたりしてから書かせたりするな 
 どの配慮をする。 
  

● には、児童 
 が身近に考えられる主人公の物語や生活経験に近い教材を活用し、行動や会話文に気持ちが込 
 められていることに気付かせたり、気持ちの移り変わりがわかる文章のキーワードを示したり、 
 気持ちの変化を図や矢印など視覚的にわかるようにしてから言葉で表現させたりするなどの配 
 慮をする。 
  

● 
 には、紙やホワイトボードに書いたものを提示させたり、ＩＣＴ機器を 
 活用して発表させたりするなど、児童の表現を支援するための多様な手立てを工夫し、自分の 
 考えを持つこと、表すことに対する自信を持つことができるような配慮をする。 

【困難さの状態】：視覚、言語理解など 【配慮の意図】 

■ 資質・能力の育成、各教科等の目標の実現を目指し、 
  児童生徒の十分な学びが実現できるよう、 
  学習の過程で考えられる に対する ＋ の例を示す。 
 （安易な学習内容の変更や学習活動の代替にならないよう、教員が配慮の意図を持つ必要） 

【手立て】： 
見えにくさに応じた情報保障 

具体的イメージなど 

注意のコントロールなど 

心の理論など 



（ の例） 
● は、正しい位置に印が付けやすいように、罫 
 線の色を変更したり、マス目を大きくしたり、マーカーの色を変更したりするなどの配慮をす 
 る。 
  

● 
は、児童がイメージを持つことができるよう、児童の興味・関心や生活経験に 

 関連の深い題材を取り上げる、既習の言葉や分かる言葉に置き換えるなどの配慮をする。 
  

 
● 、 
 計算のきまりを理解させるために、計算の順番を示した手順書を手元に置かせたり、式を分解 
 してそれぞれを計算させ、混合式との比較をさせるなどの工夫を行う。 
  

 
● 、目的に応じたグラフの表し方があるこ 
 とを理解するために、同じデータについての縦軸の幅を変えたり、読みやすさや読みにくさを 
 強調したグラフを見比べるなどの活動を通して、よりよい表し方に気付かせる配慮をする。 

視知覚（位置）など 

実際的イメージなど 

継次処理など 

視覚記憶、同時処理など 

（ の例） 
● には、目の機 
 能の問題から困難さが生じている場合があることから、読み取りやすくなるように、地図を拡 
 大したり、見る範囲を限定したり、地図に掲載されている情報を削ったりするなどの配慮をす 
 る。 
  

● 他者との関わりを持つことが難しく、国会など議会政治などの動きに興味が持てない場合
には、社会的事象への興味・関心を高めるため、社会の動きと身近な生活がつながっていること
を実感できるよう、社会的事象と自分たちの生活との関わりを考える問題解決的な学習の工夫や、
特別活動における児童会活動との関連づけなどを通じて、実際的な体験の機会を取り入れ、学習
活動の順序を分かりやすく説明し安心して学習できるよう配慮をする。 
 

視知覚、空間認知など 

具体的イメージ、心の理論など 



（ の例） 
● 

には、学習の見通しが持てるよう、実験の手順や 
 方法を視覚的に表したプリント等を掲示したり、配付したりするなどの配慮をする。また、

には、教師の目の届 
 く場所で活動できるようにするなどの配慮をする。 
 
● 
 には、変化に着目し、理解することができるよう、観察するポイントを示し 
 たり、雲の変化を短時間にまとめたICT教材を活用したりするなどの配慮をする。 
  

実際的イメージ、経時処理など 

注意のコントロール
（多動性）など 

（ の例） 
● 
は、音楽的な特徴をとらえやすくできるよう、音楽に合わせて一緒に拍を打ったり体を動かし 

 たり、音楽的な特徴を視覚化するなどの配慮をする。 

聴知覚、聴覚記憶など 

（ の例） 
● には、そ 
 の意味を理解できるように、言葉だけでなく、実際に体験するなど、活動する中で場面に応じ 
 た指導を段階的に行う。 

体験不足、心の理論、注意のコントロールなど 

視知覚、図と地の弁別、
視覚記憶、時間把握など 

（ の例） 
● は、音楽 
 的な特徴をとらえやすくできるよう、音楽に合わせて一緒に拍を打ったり体を動かしたり、音 
 楽的な特徴を視覚化するなどの配慮をする。 
  

 
● 場合には、自分の声のモニタリングや歌い出 
 しのタイミングをわかりやすくするため、声の大きさや合わせるタイミング等を児童に理解し 
 やすいように視覚化するなどの配慮をする。 



（ の例） 
● 
 は、生活の中で起こりうることをパターン化して繰り返し具体的に指導するなどの配慮を 
 する。また、実際に買物するなど生活で実践できるよう家庭と連携を図る必要がある。 

前庭覚、継次処理、身振り 

（ の例） 
● 、造形的な特徴を詳しく捉えるように 
 するために、言語化するなどの配慮をする。 
 
   

● や、
には、表現している部分と全体の関係をつ 

 かみ、活動の見通しを持つことができるよう、作品を離して見せるなどの配慮をする。 
 
● 

、形や色、動きや奥行きなどの造形的な特徴を捉えやすくするため、写真 
 などの平面に置き換えて見ることのできるツールの活用や、ライトなどにより明暗を明確にす 
 るなどの配慮をする。 

視知覚（形）など 

スモールステップなど 図と地の分別など 

空間把握など 

実際的イメージ、選択決定など 



（ の例） 
● には、極度の不器用さ 
 や動きを組み立てることに苦手さがあることが考えられることから、動きを細分化して指導し 
 たり、適切に動きを補助しながら行うなどの配慮をする。 
  

● には、活動の見通 
 しが持てなかったり、考えたことや思ったことをすぐ行動に移してしまったりすることがある 
 ことから、活動の見通しを立ててから活動させたり、勝った時や負けた時の表現の仕方を事前 
 に確認したりするなどの配慮をする。 

前庭覚、継次処理、身振りなど 

注意のコントロール（固執性）など 

（ の例） 
● には、他者の心情を理解 
 するために、役割を交代して動作化や劇化した指導を取り入れる。 
  

● 
、注意が持続できるよう、適度な時間で活動を切 

 り替えるなどの配慮をする。また、他の児童からも許容してもらえるような雰囲気のある、学 
 級づくりにも配慮する。 

体験不足、心の理論など 

注意のコントロール（多動性）など 

（ の例） 
● 、外国語の音声（音韻）やリズムと日本語との違い 
 に気付くことができるよう、音声を文字で書いて見せる、リズムやイントネーションを記号 
 や色線で示す、指導者が手拍子を打つ、音の高低を手を上下に動かして表すなどの配慮をす 
 る。また、活動の流れがわかるように、本時の活動の流れを黒板に記載しておく。 

聴知覚、聴覚記憶など 



（ の例） 
● には、注意や集中のコントロールが難しかっ 
 たり情報処理に偏りがあったりすることから、作業を確認しながら取り組むことができるよう、 
 まとめる手順や調べ方、調べる内容、着目する点などを具体的に例示するなどの配慮をする。  

スモールステップ、継次処理、短期記憶、言語化など 

（ の例） 
● 

、見通しが持てるよう、行事のねらいや活動の内容、行動の仕方などにつ 
 いて、事前指導をしっかりと行うなどの配慮をする。 

見通しのもちにくさ、状況把握など 

の例 
● 、具体的な経験を豊かにできるよう、安全な場で自分か 
 ら積極的に体を動かし、いろいろな運動の楽しさを知り、活発に活動できるようにしたり、手 
 を使っていろいろな物を観察したり、作ったりできるよう配慮をする。 
  

 
● 、様々な経験を通して、言葉の習得及び概念の 
 形成ができるよう、単に名称のみの理解にとどまらないようにし、人や物の性質、属性などを  
 含めて考えたり、他の人や物と比較して違いを考えたりすることを取り入れるよう配慮をする。 
  

 
● 、幼児が自ら環境と関わり、主体的な活動ができるよう、遊 
 具や用具などを工夫したり、必要に応じて補助用具等の活用を図るなどの配慮をする。 

視覚、体験不足、空間把握など 

聴覚、具体的イメージ、言語理解など 

体験不足、空間把握など 


